the Japaneese Film "The Twenty-six Martyrs of Japan" and Hirayama Masaju : The Cultural Activity of the Japanese Catholic Church in the First Half of 1930s by 山梨 淳
映画『殉教血史　日本二十六聖人』と平山政十 : 
一九三〇年代前半期日本カトリック教会の文化事業
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の文化事業に対し 関心が向けられる機会はなかったが、その結果、満州事変直後の時期に公開されたこ 映画が、キリスト教の社会一般に認められてきたことの証左とし 、当時の日本人信徒に、希望を与えていた 実などが従来 キリスト教史研究では閑却されてきたように思われる。　
また、この映画の海外興行は、当時、諸外国で悪化しつつあった







































とする旧来の宣教活動が、大衆化した近代社会では 十二分の成果をもはや上げるこ ができないという 会関係者の現状認識があった。　




望ましいのである。殊に、外国映画会社と提携して、切支丹迫害当時の映画 作製することになれば、実にわれには豊富なる多くの材料がある 而して、これこそわが日本の真価を世界的に代表するところのものでなければならぬ。 」
（ 「映画
の全盛時代」 『声』六一二号、一九二七年一月 五七頁）「カトリックにおいても、誰かが映画で宣伝を始めないかなあと、私は日頃から考えているのであ 。それが単に実写であっては面白くない。文部省の教育映画の如きでは、尚更 失敗終わるのである。誰も観てくれな から。映画芸術として恥ずかしくない映画を製作して、華々しく世間に問いたいのである。 」
（岡崎喜蔵「カトリックと映画
 （三） 」 『カトリック』八巻、四









の従来からの期待を実現化するもの して受けと られ いたことは、明らかである。　
昭和初年、キリシタン劇の映画製作が、カトリック教会の関係者




























































らずに、 えて劇映画の製作に臨んだのは 彼が、宣教手段 しての映画の可能性に注目していたからに他ならない。　
映画公開の一年前にあたる一九三〇年に発表されたあるカトリッ















ック教会を取り巻く状況に危機感 抱い 教会 係者は、リックに対する国民の偏見をなくす有力な手段として、平山 映画製作に期待を寄せていた ではないだろう 。平山が、映画の製作動機の一つに、日本人のカトリックに対する偏見 打ち消すことあげているのは、このような長崎教区の状況とは、無関係ではありえなかったであろう。　
しかし、平山は、映画の完成前に、このような国内向けの上映目











の必要なるはない。此の世界的宗教映画「日本二十六聖人」製作とする処は、一、カトリックに対する国民の誤解を解くこと、二、国民 思想善導に資し度き事、三、日本 特質美点を世界に示し、国際親 に貢献する事、実 此処にある であります。 」
　
二番目にあげられた「国民の思想善導に資し度き事」という製作
目的には、カトリックこそが、日本の道徳を再建しうる真の宗教と考える、信者としての彼の主張をうかがうことができる。しかし、なぜ、カトリックの劇映画が、海外上映によって、 「日本国民の特質美点を世界に示し、国際親善に貢献する事」を目的の一つと て、製作され ければならなかったのであろうか。　
われわれは、それを、当時、日本のカトリック教会の置かれてい














米に約二年間、滞在しているが、その活動は、祖国への献身的な奉仕によって、カトリック信者が、真の愛国者であることを自らの身を以て証明しようとする試みとして 行われていた。このように、『二十六聖人』映画は、キリシタン時代への歴史的な関心から製作されたという作品では決してなく、当時のカトリック教会のおかれた社会的立場 改善し、世間の へ 偏見を取り除くという、実践的意図のもとに製作された宣教・宣伝映画であったのである。　
しかし、平山の映画製作には、以上にみた教会をとりまく社会情
勢だけではなく カトリック教会の内部事情も 関わっていたように思われる。カトリック劇映画がまだ製 されたことの い日本で、一九三〇年頃に国際的なカトリック映画の が目指されたことの
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みを対象にして製作される映画であった場合、必ずしも題材 二十六聖人の殉教である必要はなかっ かもしれないが、企画当初から、欧米での興行的成功が目指された結果、こ 史実が選ば ることになったのだと思わ 。　
また、キリスト教徒の「殉教」劇が題材に選ばれた理由としては、

















為の描写を通して、カトリック信徒の一般的イメージを好転させようという意思があったことは、間違いがない。殉教 キリスト教信者に って、主イエスの受難にならう賞賛されるべき行為であるが、他方、反キリスト教的な立場に立つ為政者にとって、棄教することよりも、死ぬことを選ぶ信徒 殉教 不服従を示す反抗的為として受けとめられた行動でも る。 のような主題 映像化することは、一部の日本人の反感 買う恐れもあったであろう 平山は、あえて日本におけるキリスト教徒の殉教を 武士道における「殉死」と結び付けることによって、日本人の美徳観念との同質性を主張し、一般の人々に受け入れられるべく、キリスト 徒を、「国法」に忠実で、かつ死をも恐れない勇気をもつ 々として示そうと試みたと考えられ 。　
そして、平山は、映画で殉教者らの過去の悲劇を紹介することに



































ら校閲と認可を受けた後に、ローマ・ロケを敢行している で、彼自身は、一時期、これを完成版とみなし 考えら 。それにもかかわらず、この脚本は、平山の ケからの帰国後、何らかの事情で却下され 映画は 上智大学教授 ヘル ン・ホイヴェルス神父による新脚本
（東京大司教の認可を受けている）
で、製作される

























マ教皇による「後援」が決定した後、あらためてその映画の脚本提供者として、彼が不適当とみなされ、教会 中で反対 声があがるようになったとしても 思議では 。　
平山個人に佐藤紅緑との接点があったとは思われないので、松崎


























において、確認出来ること 演技指導の担当者が 日本人の信者、伝道士 教外者から、外国人神父に変更されていることである。いわば、平山の渡欧を機に 日本の教会の代表的 神父が、映画製作陣に加わることになったわけであるが、それは、教皇と面会を果たした平山の帰国後 日本カトリック教会 上層部が こ映画の製作に全面的協力をすることに合意したからな ではないと考えられる。特に、ホイヴェルス の両神父は、それぞれ殉教者らの所属してい イエズス会とフランシスコ会の神父であり両者の映画製作へ 参加は、こ 作品にカトリック教 記念映画としての正統性を付与す こと なった。また、両神父 参加はこの映画の海外興行時に、平山が現地のフランシスコ会 イエズス会から好意を得ることを可能に る。　
新脚本者となったホイヴェルスは、一九二三年に来日したドイツ






























れたが、そのアレクシス・シャンボン東京大司教の推薦の辞には、「ヴィリヨン師編する所の『鮮血遺書』は大いに流布されてはいるが、吾人はなお 現代の読者の要求するが如き専門的研究を以て編纂され 殊に最近の新発見によりて一層精密に検討されたる史実の著されん事を要望して止まなかった」という一文 みえる。ここに明らかなように カトリック教会では、 『鮮血遺書』を「伝道の書籍」として出版することは認められていても、この本を正統的な歴史書として信者に推薦すること 、教会指導者の間でも既に躊躇されるようになっていた。　
ホイヴェルスが、欧文の同時代資料や研究文献を通して、キリシ






情は、こ 著書が、大正末期からのキリシタン時代に関する一般の興味の高まりとともに 日本キリシタン史の代表的著作として人口に膾炙されていたため、興行上の宣伝効果 観点から そ 知名度
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イージーゴーイングな仕事をしている」と指摘し こ 作品 劇的な力を認めながらも、 「殉教の気持にもっと必然性を持 せた
ら」良かったと評している。　
このような同時代の批評家が指摘していた問題点は、恐らく、作







秀吉の「誤解」の結果によるものとして描かれる必要性があったのは、もし、それでなければ、日本の「為政者」が、カトリック教会の存在に対 て、本質的な批判を抱いており、キリスト教が、日本の国制になじまない宗教 あるというメッセージを作品 含意してしまいかねないからである。　
豊臣秀吉が、教会の事業に理解をもつ「為政者」として登場する
















リシズムが、普遍的な世界的宗教であ と同時 、 特性 もつことを妨げな ことを述べ 人 っ 二十六聖人は、アイルランド人に っての聖パ 、フランス人にとっての聖ジュヌヴィエーヴやジャンヌ・ダルク、ドイツ人っての聖ボニファティウスに相当するような存在であるこ を指摘する。そして、 「われらは、わ 国のカトリック教徒が の雄大なる日本精神を失わずして、信仰 邁進せんことを 求むること切なるものがある」と主張する の論説 は 西洋諸国のカトリック信徒と同等 位置に立 うと 、日本人信徒ら ナショナリズム的な意思を読みとることができるであろう。また、こ よう 主張は、二十六聖人殉教に、 「大和魂の美質を極度に発揮」した性格を認める平山の見方が、 会内でも共有され いたことを示している。
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一九三〇年代初頭のカトリック教会で、キリシタン殉教の日本的性格が強調されている事実は、当時の日本人信徒が、自己のアイデンティティをカトリシズムの普遍性の中に解消させることなく、自らの「日本人」性を積極的に訴えることによって、国民として日本社会へ 一層の同質化 望んで たことのあらわれであろう。　
映画の公開中、日本カトリック新聞社の編集部に、全国各地での




てのエフェクトは別として、又必ず も歴史史実 み拘泥すではありませんが、余りに杜な点があり 教会の方々があれに誤られる事を憂えます 聖堂の門に「南蛮寺」という標札ある如き、





























規模で、神父と信者らに、布教という集団目標を与え 一般 注目を浴びる場で、その実践の機会を提供することができ のである。「キリシタンに対する伝統的先入の偏見によって不成功におわりはせぬだろうかとの懸念もあった、然るに
（中略）
公開されるや毎回











当時、どれだけの観客を集めて たのであろうか。 『 十六聖人』映画の興行に関して、公開当時に作品を鑑賞していた御園京平氏は、浅草のある映画館
（浅草富士館）
で、二週間の公開予定のところが、














































二月中旬、渡米の途についた。当初、一年の予定であった海外興行は、結果的に二年に及び、彼は、一九三四年の四月に帰国している。この滞在期間の大幅な延長は の予想を裏切 て、現地 の上映契約が順調に進まなかったことによる。平山自身は、そ 理由として、世界大恐慌後の経済不況や、満州事変後の対日感情の悪化などを理由に数えているが、 た、彼が欧米での興行的成功を事前に甘く見込みすぎていたことも起因してい よう あ　
平山の海外興行に関しては、 『長崎カトリック教報』が、滞在先















































これに比べると、平山の活動は、映画興行を中心とした であったため、それほど反発を受けるこ はなかったはず あ っとも、対日世論の改善に使命 感じてい 平山にとって、欧米社会反日感情が存在すること自体 自身の活動舞台が与えられたことを意味するので、むしろ、望む ころ あったか しれ い。　
平山は、渡航前に滞在予定先のカトリック教会に連絡をとり、ま
た日本の外国人宣教師に各地の関係者 向けた紹介状の作成を依頼して、海外興行の準備を整えていた。彼は 当初より 欧米 教会関係者の手を借りつつ、映画業界に作品を紹介し、映画会社と上映契約を結ぶ予定でいたと思われ 。アメリカ 到着後 平山は ま
200




これは、撮影済み フィルムの再編集で、実現することが難し という事情もあったであろうが、平山にとって 経済的収益以上に、作品を可能な限りそのまま 形で観客に鑑賞し もらうこと 重要であったことを物語っている。　
ただ、当時のアメリカは、不況下にあったため、映画産業関係者





















いることからみて、メリノール宣教会の「違約」が 採算の見込みがとれない いう経済的理由によるものではなく、中国で活動経験のある宣教師らの反対が、その原因である 平山がみ していたことは明らかであ 。　
もともと、平山は、諸外国における対日感情の悪化が、日本に対











は、日本軍部 協力 えた対日世論の改善工作として 一面 あること 事実であり、中国人側に共感を抱くアメリカ人宣教師からは彼の活動が の中国大陸での活動に対して正当化を図るもとみなされ、その政治的性格が反発を招くことになって まったであろう。　
平山にとって、満州事変などにおける日本軍の武力行使は、正義




























































クの一信者という自身の属性が、日本の国際的宣伝に貢献することを可能にするという、カトリックの利点を訴えようとしているように思われる。また、彼が 映画上映だけではなく、 「朝鮮統治の現状」のような一般的な演題で講演を行い、その活動を朝鮮総督に報告している事実は、彼の西洋社会における「日本宣伝」が、また、一面では、日本人カトリック 徒による愛国者的行動を に向けて立証する「宣伝」行為でもあっ こ をあらわしている。　
平山は、ヨーロッパでは、北米のように巡回形式による興行をお
















































伝えているが、帰国直前に行われたプロパガンダ大学での映画上映の際、平山が、 「或時の如きは精神の錯乱を来すのではあるまいかと気が気でないことさえありました」と語っている通り、滞欧末期の彼は、 「或時は逆境に嘆じ、或時は や絶望の奈落に沈淪せんとし、異国の一漂流者、語るべき相手とてもなく、つぶさに千難万苦をなめ」ていたと評されるほど 追いつめられていたも であったらしい。このような最悪の精神状態にまで陥っ い こ は、彼が西洋での映画上映に賭けていたものが相当大きか たことを示している。　
このような平山の精神状態の悪化には、当時の日本のカトリック
教会をとりまく状況も、影響し のかもしれな 。彼の海外興行中、日本のカトリック教会は、暁星中学や上智大学の配属将校引揚事件や 大島高等女学校へ 迫害運動などで 緊迫化した状況におかれることになった。海外に滞在していた平山 もとに 事件のあらましは、伝わっていたことであろう 平山が『二十六聖人』映画を製作した目的の一つは、この作品の上 を通 、日本人カトリックに対する偏見をとり除く とにあっただけに これら連の出来事は、彼にとって 日本国内における興行 成果を否定する事態と受けとめられずにはおかなか たはずである。海外興行成果が捗らず、ヨーロッパでの生活が長引く中 彼は、日本 カト
リック教徒が、依然、非国民扱いされていることを考え、時に無力感に襲われることがあったとしてもおかしくはない。　
契約交渉が当初の期待通りに運ばなかったため、滞在期間の延長
を余儀なくされて、経済的に苦しい状況に陥ったことも、平山の心理状態に影響したことであろう。滞在末期に、外務省や首相の斎藤実から資金援助を受けていたことから推 て、彼は、この時期、経済的に窮乏に近い状況に陥っ いた 考えられる。平山にとって、経済的収益は二の次であったとは え、映画化の計画当初 興行余剰収益を長崎教区 教会事業 充 るつもりでいただけに、このような状態には、内心忸怩たるものがあ たに違いな 。　
それでは、なぜ、平山は、海外における映画公開の実現に向けて、






















































な信念と行動力で、実現させたこの『二十六聖人』映画の興行は、日本近代のカトリック史でも、過去に例をみないスケールの大きな文化事業であった。カトリック教会の関わった初の本格的な劇映画の製作であったこと、作品が、宣教映画として 性格をもち 全国規模による信者参加の「 ・アクション」 機会 たらしたこと、日本人信徒の手によって海外で作品が興行され ことなど、この映画は、当時の日本カトリック教会にとって、様々 点で
新しい経験をもたらした。　
この作品の国内興行は、しばしば非難や迫害の対象になってきた
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書店、二〇〇二年、八五三頁。なお 『日本キリスト教歴史大事典』 （教文館、一九八 年、七九二頁）では、映画『二十六聖人』は、 「鮮血遺書」 （海老沢有道）の項目で、こ 著作を原作にした映画作品として言及されている。
（５）
　「日本二十六聖人の映画に就て」 『声』六六三号、一九三一年四
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「映画と児童」 『声』六二七号、一九二八年四月。 「活動写真の利害」 『光明』六三三号、一九二八年七月二十二日。 「活動写真に就いて」 『交教家庭の友』一二四号、一九三〇年四月。
（
（（）　「活動写真を教育に用ゆ可し」 『声』四四七号、一九一三年二月。
秋庭紫苑「圧倒的フィルムの威力」同上 六三〇号、一九 八年七月。 「映画界の善導を期せよ」同上、六三三号、一九二八年 月。「映画伝道会を起せ」同上、六三六号、一九二九年一月。なお、フランスのカトリック教会では、二十世紀初頭より、映画という新メディアに対して、肯定と否定の対応が併存していた。
B éguin, M
ar-




































































































































chr étien, ” M
issions C
atholiques, N


























































































































書』の記述が 「必ずしも原著の記述を其の儘伝えていず、或は想像的文字を加え、或は記事の加除増減を擅にし、誤解誤訳も相当多い」ことを問題視していた。松崎実「はしがき」 日本廿六聖人殉教記』 （木村太郎訳、松崎実校註）岩波書店、一九三一年、七
　
九













































































































わけではない。前記の『シネマ王国』の映画特集号に掲載された彼による時代背景の解説では、豊臣秀吉が、一五八七 に宣教師の追放令を下していたことに言及している。ただ この文章においても、宣教師に「頗る好意をもって」いたとされる秀吉が 宣教師 対して、追放令を下していた事情に関して 「この命令はきびしく実行されな」かったという事実があれ、説明されな ままになっている。平山政十「殉教血史『日本廿六聖人』 」 四六
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極的にコメントをした例が見当たらないが、それは、彼らのこの作品に対する評価のあらわれなのか、 「映画」というジャンルそ ものへの関心のなさを示すものなのか、判断しがたい。例えば、戸塚文は、レオン・パジェスの『日本廿六 人殉教記 の翻訳の紹介文の中で、 『二十六聖人』映画に言及しているが、それは 平山政
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e Press, 2005, p.198.
（
（（（）　
オランダ語版『二十六聖人』フィルムには、メッヘレンの聖心
会のグループに、上映許可が与えられたことを記載する字幕があるので、同会によって 自主上映されていた可能性がある。ベルギー王立シネマテークは、フランス語版のフィルムを一九五五年にコレクションに加えているが 入手経路などに関する資料は残されていない。
（
（（（）　
著者が先に指摘した作中の豊臣秀吉の描き方は、キリスト教徒
を迫害する人物が、根っからの悪人ではないことを示すものであるだけに、日本の史実に通じない外国人の観客には、さらに戸惑 を与えることになったのではないかと想像される。恐らく、海外の観客は、カトリック信徒が迫害を受ける後半部になって、はじめて十分な感情移入をすることができたであろう。
